
植民地期メキシコにおける「グアグルーペ
の聖母」信仰に関する一考察

北 條  ゆ か

I 序

本年 (1996年)5月 以降,メ キシヨ国内ではグアグルーペの大寺院の終身院

長としてすでに二十有余年在職してきた人物を辞任に至らしめるという紛争が

起こり,人 々の強い関心を呼んだ。「聖母顕現」の生き証人とされるフアン・デ

ィエゴという16世紀の先住民の実在性を否定する見解をこの人物がかねてから

抱いていたことをイタリアの30 Giorni誌が公表したのが直接の原因である。

そして同時に寺院長の豪勢な私生活の実態も初めて明るみに出たため,非 難が

さらに高まった。しかしその内実は,バ シリカの強大な経済的 ・政治的権力を

め ぐる,寺 院長と首座大司教のあいだの教会内部の紛争であった。フアン ・デ

ィエゴの実在性やこの聖母顕現の歴史的真実性をいかにして実証するかという

問題は,依 然として未解決である。しかしながらメキシヨにおいて四世紀半以

上も前に発祥したとされるグアグルパニスモ (「グアグルーペの聖母」信仰)に

はあまたの地方的なマリア信仰 とはかけ離れた,シ ンボルとしての特性が備わ

っており,そ の存在意義は顕現の客観的史実性に左右されるものではなくなっ

ているとさえ言える。そこで,関 連する史料の検討を中心としたグアグルパニ

スモのヒストリオグラフィーは別の機会に譲 り,本 稿ではメキシコ文化の最も
1)

真正なシンボルとしての, とくに発祥期の意義を促えてみたい。

1)こ の間の経緯は PrOceso誌の1022号(1996年6月 3日 ),1023号 (同10日)に詳しい。結

果的に abad Schulenburgはarzobispo Norberto Rivera Carreraの意図どおり,抵 抗の

あげく辞任に追い込まれたが,こ れを契機に日刊紙には国内のさまざまな有識者から,メ

キシヨ国民にとってのグアグルーペの聖母信仰の意味という問題の核心に触れる議論が多

く寄せられた。聖母頭現の伝説についてはのちに詳しく述べる。フアン ・ディエゴはその /
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「グアグルパニスモとバロックこそが,ス ペインとも遍 く世界とも差異をな

す,メ キシヨ史上の比類無き真正なる創造物である。それらは植民地 (ヌエバ
2)

。エスパーニャ)の 人々が自分 自身を見つめ発見するために創った鏡なのだ。」

美術史家フランシスコ ・デ ・ラ ・マサ (191卜1972)は,『メキシヨのグアグルパ

ニスモ』 と題 した博士論文 (1953年)の 中で,こ のように述べ,メ キシヨ文化

の中に占めるグアグルーペの聖母信仰 と植民地期に生れ育まれたバロックの特

異で重要な意味を強調 している。グアグルーペの聖母は1737年にメキシヨ市の,

1746年にはヌエバ ・エスタヾ―ニャ全上の,さ らには1910年にイスパノアメリカ

全体の,1945年 には南北両アメリカの守護聖母に宣言された経過をもち,バ ロ
め

ックと並んであまねくイスパノアメリカ文化を特徴づけているものと言えよう。

イスパノアメリカは多様な民族とその文化伝統の,出 会いと混おから成立した

世界であるが,こ れを統率してきた大きな力のひとつが教会であり,17世 紀ま

でのハプスブルク朝スペインによるインディアスの統治は政教一致の原則のも
4)

と, とりわけ制度としてのカトリシズムと緊密に結びついていた。それゆえに

グアグルーペの聖母は,識 字率のきわめて低かった植民地時代,ペ ニンスラー

ル (イベ リア半島出身の本国人)に 対抗できる 「勢力」を築こうとしたクリオー

リョ (アメリカ大陸生れのスペイン人)に とって,同 胞意識のもとに先住民や

ヽ実在の真偽が十分審議されないまま,1990年に列福を受けている。(メキシヨ人のなかでは

1627年のサン ・フェリーペにつづいてようや く二人日)

2)Francisco de la Maza,ど′勲 滋物″%な物ο物病Ca%θ,F.C.E.,1984,p.10.宗教的なバ ノヽ

ロク芸術の最も深遠な意味を解明するために,グ アグルーペの聖母像の図像学的解釈の必

要性を,こ の学問領域を方法論として提唱したパノフスキー Erwin Pnofsky(18921968)

の著作がメキシヨで紹介される前におそらく最初に説いたのは,こ のデ ・ラ ・マサであろ

う。(“二α滋びθttαびわ物 sガ物筋″6α冴修筋 Cのが′筋 冴修″足οsα″θ
",Anales del lnstituto de

lnvestigaciones EstOticas,Ndm.23)アーウィン ・パノフスキー 『視覚芸術の意味』岩崎

美術社,1987年 (初版1971年)

3)イ スパノアメリカとは,15世 紀末から二世紀余 りにわたってスペインの統治下にあり,

独立後の今 日スペイン語を公用語とする米州諸国を指す。なお,1754年 ,ロ ーマ法王ベネ

ディクトXIVに よって,グ アダルーペの聖母の顕現が正式に認められた。

4)「 インディアス」と呼びはじめたのはヨロンの誤認のためであるが,ス ペイン統治時代

を通じてのアメリカ領の公式名称であった。
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メスティーソを引き寄せ るための政治的性格 を字んでいただろうと考えられる。

グアダルパニスモの研究は,の ちに挙げるように,宗 教学ではシンクレティ

ズム (習合宗教,重 層信仰)の 視″点から,文 化人類学では文化変容論の観″点か

ら説明が試みられている。 しかし,こ こでは征服から植民地化への歴史の流れ,

社会の動向との関連でこの問題を考察 し,メ キシヨの歴史,文 化,ナ ショナル

・アイデンティティヘのグアグルパニスモの影響 を明らかにするための端緒 と

したい。

まだスペインの統治下の初期にあった16世紀後半に早 くも発現 し,独 立に先

駆けて高まっていったと考えられているメキシヨのナショナ リズム (本質的に

はペエンスラールに対抗するパ トリオティズム)を 担っていったのは, ク リオ

ー リョだった。 クリオー リョに特有のメンタリティや行動様式 (エンコミエン

グなどの権利を剥奪 された相続人としての焦燥感,祖 国におけるよそ者意識,

征服事業の時代への懐旧の念など)が 芽生えるのは16世紀後半から17世紀初頭

にかけての頃であり,そ の背景にはさまざまな位相での対立の深まりがあった。

具体的には,先 住民の人口減少が極限に近づいたための土地所有形態と労働 。

生産関係の変遷,在 俗司祭 と修道司祭 との反日,対 抗宗教改革によってインデ

ィアスに生 じた新たな教会内部闘争,政 教両面での高位職のペニンスラールに

よる独 占,そ の結果惹起 したペエンスラールとクリオー リョとの間の抗争,そ

してスペイン帝国の衰退 と世界経済の中での地位転落などを挙げることができ

よデ。19世紀初頭には,イ グルゴ 神父の率いる独立運動においてその聖像が旗

標 として掲げられたほど,植 民地体制の抑圧に苦 しむ下層社会階級の民衆にま

で広 く浸透 していたと思われているグアグルパニスモの起こりが,上 述のクリ

オジスモーーー集団意識の深化に裏付けられた, ク リオー リョの自己認識 ;そ

れに根 ざした政治 。社会的権利 と文化的独 自性の主張十一一の萌芽期 と一致す

5)David A.Brading,二 θs θ花¢物容 `姥〃%αびわ%αサ佑物ο物切∽%ο,1980(la.ed.1973),pp.15
-23.

6)Maria Alba Pastor,“ E′びれο′体物θ夕″ 筋 力なわis彗ば範 物傷グ6α″αル タ%ル sをわ
",

TEMPUS,UNAM,Verano de 1995,Ntm.4.
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る点は注目に値すると考えられる。なぜなら,グ アグルパニスモを在来の先住

民の宗教 と外来のカ トリック教 とのシンクレティズムと理解 し,そ のために当

初から 「メスティーソ (先住民と白人の混血)的 宗教」であったとか, メステ

ィサヘの実体のひとつ として表れたもの三 「宗教面のメスティサヘ」であった

という捉え方には問題があるだろうからである。

グアグルーペの聖母はつねづね,メキシヨ的なるものmexicanidadと結びつ

けられ,総 体 としてのメキシヨ人の社会的政治的独自性の表れと受けとめられ

ている。スペインからの独立戦争において,聖 母像がクリオー リョの神父に率

いられたメスティーソやインディオからなる反乱軍の先陣を切って戦場へと突

進したし,1910年 に勃発した 「革命」でもこの聖母を紋章にエミリアーノ・サ

パタと彼に続 く土地を持たない農民層が闘った。そして今 日,グ アグルーペの

聖母像は邸の正面や内部,教 会や家の中の祭壇,公 設市場や闘牛場やレス トラ

ンといった人の集まる場所の一角, タクシーやバスの運転席など至る所に祀ら

れている。E.ウルフによれば,ネ イションというものは,同 一の相互関係の網

の中に共存するグループが皆,公 式であれ非公式であれ互いに交渉するときに

使うことのできる文化形態あるいはそのメカニズムを有していなければならず,

それらは行動の文化的規範と理想的表現を備えていることによって,そ れを通

してひとつの社会の中の様々なグループが,調 和のとれた枠組の中で,相 異な

る宿命に対処することができるのである。メキシヨ史上,政 情や思潮の変転を

超えて,グ アグルパエスモがつねにそのナショナリズムと不可分に結びついて
D

きたのはその所以なのだろう。

ルイス ・ゴンサレスに従えば, メキシヨにおけるナショナリズムの歴史を以

7)Eric R.Wolf, “ 7レタ Ftttt% ゲ  C物 冴αあリタf A MttCa% ハ 物方わ%α″ 勘 物うθ′
", The

Arllericas, 1958.

8)メ キシヨにおけるナショナ リズムやナショナル ・アイデンティティに関わる最新の理論

的 (言説としての)検 討は以下のものを参考にした。Serge Gruzinski,Jacques Lafaye,

Cariosヽ4onsivais,Francisco Pin6n,Roger Bartra,Judit Bokser,Jacques Gabayet y

Jos6 del Val,Mttcof lac%茂 施プノ C湯″物物 ハ吻σわ%α″,UAM XOchimllco,1994;Jean

MIeyer,“La historia cOmo identidad nacionalル,vueita 219,1995.
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の

下の五段階に分けることができる。①16世紀後半から18世紀半ば,② 啓蒙時代

から米国による侵略(184併1848年),③ 19世紀半ばからメキシヨ革命勃発(1910

年),④ 1910年から1940年,⑤ 1940年以降現在まで。しかし最近のEZLN(サ パ

ティスタ国民解放軍)に よる先住民蜂起とその後も続行する反政府運動から明

らかなように,第五段階においては,「いかにして国民的アイデンティティを創

り上げ,ネ イションを存続させていくか」というナショナリズムの問題をめぐ

って68年からすでに多様な議論と模索がなされてきたが,今 まさにその根本的

解決の必要性に追られているのだと言える。本稿ではこの中の第一段階を考察

の対象とし,聖 画像に現れてくる象徴的要素の分析を通して,初 期ナショナリ

ズムの表象として捉えられる独自の聖母信仰の定着プロセスが主としてクリオ

ー リョによって展開されていったことを明らかにしていきたい。

H グ アダルパニスモの起源と政治的言説

I I - 1

植民地時代のグアグルパニスモに関する研究の多くは,い ずれも顕現伝説の

証明またはその反証,あ るいはメキシヨの国民意識の歴史が中心テーマとして

もつグアグルーペの聖母のイメージを検討することに議論が集中しているよう

に思われる。それというのも,16世 紀にこの信仰が存在していたという明らか

な証拠はほとんどなく,信 仰の端緒はいまだによくわかっていないのである。

オリジナルの絵の描かれたフアン ・ディエゴのアヤテ (リュウゼツラン,現 地

名はマゲイの繊維で織った布)以 外,16世 紀のものと確証できるグアグルーペ

9)Luis Gonzalez,“ 対θあ岱 sοめ″ 夕″物αびわ%″〃な物ο 物流 ca%θ
",Amё

rica lndigena,Vol.

XXIX, NtFn.2, 1969.

10)ナ ショナ リズムの概念規定については,B.ア ンダー ソン 『想像の共同体 :ナ ショナ リズ

ムの起源 と流行』 リブロポー ト,1991年 (初版1987年),「民族 と国家」特集 『思想』1996

年 5月 号, Partha Chatteriee,ハ 物″ο%α燃サ 効 θ%g力すク〃 筋夕働 わ妨冴 フレしガグ,Oxford

University Press,1986.綾部恒雄 『現代世界 とエスニシティ』弘文堂,1993年 ,岩 波講座

現代社会学24『民族 ・国家 ・エスニシティ』岩波書店,1996年 などを参照 した。
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の聖母の表象は現時″点まで他 には何 も見つかってはいない。1550～1600年にか

けてのグアグルーペの聖母崇拝は土着色が濃 く,地 母神信仰 と混同されがちな

ので,カ トリックの宗教上まだ明確な説明づけがなされておらず,論 議の段階

である。16世紀のいずれの記録にも聖母が1531年に顕現したという言及はない。

わずかにクリオー リョのクロエスタ,フ アン ・スアレス ・デ ・ペラルタがテペ

ヤクの丘で行なわれている信仰について,「何度も奇跡を起こしたという礼拝像

があり。"岩山のあいだから顕れた。…この像を崇拝するために各地から人々がや

ってくる」と書き記しているのみである。テペヤクにおける信仰の叙述と聖母

の顕現諄は明確に区分されなければならない。両者が同一のものになるには,

つまリインディオがグアグルパニスモを内面化するに至るには,か なりの時間

を要したことは確かである。

グアグルーペの聖母の奇跡物語 (顕現諄と奇蹟)は メキシヨ国内に限らず広

く知られているが,現 在までのところ, この典拠となる最も古い史料は唯一,

ミゲル ・サンチェス (1648年干J)と ルイス ・ラソ・デ ・ラ ・ベガ (1649年干J)

の著作のみである。この二人の後で類書を著したルイス ・ベセラ・タンコとフ

11 ) E n r i q u e  F l o r e s c a n o ,財物切 α々物切物%α, C O n t r a p u n t o s , 1 9 8 7 , p . 1 8 7 .本稿は以下のグア

グルパニスモの最新の歴史的研究を参考にしている。S t a f f o r d  P o o l e , C . M . , O u r  L a d y  o f

Guadalupe.The Origins and Sources of a A/1exican National Symbol,1531-1791,The

University of Arizona Press,1995.

12)コ ルテスがアステカの都テノチティ トランを征服 した1521年から十年経ったばか りの

1531年12月9日 から12日までに,地 母神 トナンツィンの祀られていたテペヤクの丘で聖母

が平民インディオのフアン ・ディエゴに四回あらわれ,最 後に瀕死だった叔父のベルナル

ドにもあらわれ病を治癒 し, 自分のための聖堂を建ててほしいと司教に伝えるよう,土 地

の言葉ナワトル語で話しかけたことになっている。

13)Miguel Sanchez,r物 兜チタ%冴 夕物 レイテ/gF%ソИヮ7を 舟物冴竹 冴夕励os冴夕働 αttαJ″ら 物ガ筋‐

事OSα物夕物物″クれ夕冴冴α夕%筋 び物冴α冴冴夕虹筑 cο,1648,en Ernesto de la Torre Villar y

Ramiro Navarro de Anda,Tes″ 物ο%わs″なわ克cosョ吻冴α′z)α″θS,F.C.E.,1982,pp.152-

281.

Luis Lasso de la Vega, Nica% 物 qクθ力%α, 1649, en Richard Nebel, Sα 物筋 Ma″ 物

抑 %α%″ガ%,7を電c%冴夕Cttθ物物)a Cθ%″%ク危物冴ノカ匂%s/o″%α―びわ%″ チ夢θ影 夕%Mttco,F.

C.E。,1995(la ed.1992,en alelnan),pp.171-203.

ファン ・ディエゴから報告を受けたとされる当のスマラガ司教自身による記録は何も残

っていない。
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ランシスコ・デ ・フロレンシアをあわせ て, グ アグルーペ顕現の 「四福音史家」

に準えることができる。

さて,こ の伝説 を生んだのは,テ ペヤ クの礼拝堂付 き司祭 ラソ ・デ ・ラ ・ベ

ガの紹介 した Ntca%物 のθん物 である。聖母の出現 とその像 の奇跡的顕現につ

いての最 も詳細 なナワ トル語での叙述であ り,そ の後 グアグルーペ信仰の基盤

となった重要 な文書なのだが,原 本は消失 し,写 本が残 っているだけである。

何 を史料 (情報源)と して用いた ものか,レ つヽ誰が書いた ものかに関 しては,

いまだに議論が続いている。 ラソ自身が神 の啓示 をもとにテクス トを編んだの

ではないか と推定す る向 きもあるが,そ の語 りの内容 は古代 メキシヨ人の世界

観や インディオ色 を明 らかに紡彿 とさせ るので,仮 にラソがそこまで理解 し真

似 た としたらその意図は計 り知れず政治的であると言える。 これについて上述

のベセラ ・タンコは,サ ンタ ・クルス学院で学びサアグンの片腕 となったアン

トニオ ・バ レ リアー ノの著作であると指摘 している。現代の歴史家のなかで代

表的な見解 は,ア ンヘル ・ガ リバ イ とオゴルマ ンの ものである。前者はナワ ト

ル語学研究の権威 であ り,1560-1570年 の間にバ レ リアー ノのみならずサンタ・

14)Luis Bezerra Tanco,Fcttc滋冴冴夕虹続cο夕%冴 タガ%σ夕わ,ノク″牲 匂sθ οttg夕物?物夕物υθ

冴影物物αカ ル 物 路笹物 ソ協物 H&″ ο影 滋 働α滋〃″夕.励ナ物物ク殉けE%物 のαttσわ%

励 ゲ物b物冴夕容筋Sθう夕物%αS夕″θ物,ノみ クタ殉婚 OM多 %`客夕%sα∽冴ααあzノ α″クataa

夕θ/ 夕′ あαびカゲ′′夕先.., 1979.

Francisco de Florencia,二α夕sナ%夕″物 冴夕″ %ο″夕冴タソ%あ″びθ,en De la Torre Villar y
Navarro, 9ク.びガナ.,pp.359-399.

15)文書の出だし文句をとってこう呼ばれている。
“Asl se narraル(次のように語られてい

る)の 意。宮姥″物物α″″″οけttcaの中枢部分を成している。Vёase,R.Nebel,op.cit,

16)Xavier Noguez,Dθ σ物物夕物ゎs浮 物冴αブ″ α%θsi5'%容 物冴θ sοめ″ ″岱 ル タ%方夕s冴 タ ゲ″乃 /‐

物αびわ%物 物 物 物俗 夕%わ 物 θ ″ 玄体 物α脅ヴ ″%体 夕物 冴 物 のαび,1995(la ed.1993).Pp.191

-199(Ap6ndice I)にNican mopohuaの シノプシスが掲載されており,精級な聖像描写が

あるので参照されたい。

17)Luis Bezerra Tanco,の .σ″。この他にもSiguenza y G6ngora,Lorenzo Boturini,」 oso

lgnaciO Bartolacheなどが見解を明らかにしており,当 時の社会におけるグアダーペの聖

母信仰の重要性を物語っている。

18)X.Noguez, 9ク .び″., pp.20-29.Vlase tambiOn, Edmundo O'Gorman, Dヘ サ彦//9 冴タ

sθ物う夕復らニクz夕%タアθ角壇マ%扱 夕物 力物解 %ノ 物″ゎ 滋 %ク2財物 sタタθ物 そ姥 (助ιαttα′物少夕ι姥′

物 のαび,U.N.A.M.,1991.
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クルス学院の彼の同僚からなる複数の著者 (先住民の)に よって書かれたと推

定する。他方オゴルマンは, しかしそれならばコディセ ・フロレンティーノと

二わ紹 滋 C肋 物わs(先 住民長老識者 とフランシスコ会士 との対話)を 書いて

いた頃のことであるのに,な ぜサアグンが介入や阻止をしなかったのか説明が

つきにく認と主張する。また,オゴルマンによると書かれた時期は1555-56年と

なる。史料がいまのところ他に発見されていないので,い ずれの解釈も確認あ

るいは反証することはできないが,ひ とまず16世紀の半ば過ぎ,す なわちフア

ン・ディエゴのエピソー ドが起きたとされる1531年から30年ほど後の時点では

ないかと理解しておこう。ここで,オ ゴルマンの年代設定の論拠を説明するこ

とにもなるので,政 策上の方向転換を迎えようとしていたヌエバ ・エスパーニ

19)サ アグンは 『ヌエバ・エスパーニャ綜覧』(長年の準備の結果,1579年 に執筆されたとい

われるいわゆるフィレンツェ絵文書のスペイン語版テキス ト)の 第十一書において,偶 像

崇拝を糾弾し,テ ペヤクヘの参詣を憂えてつぎのように断言している。

山問部でも,厳 かに生贄が行なわれ,遠 路はるばる人々が巡札に訪れた所が三ない

し四か所ある。その一つは,こ こメシヨにあるテペアカクという丘である。それをス

ペイン人はテペアキー リャと呼び,今 では聖母グアグルーペと呼ばれている。この場

所にはかつて,神 々の母であるトナンツィン,つ まり 「我らが母」に奉献された神殿

があった。そこではこの女神を称えて多くの生蟄が捧げられた。メシヨからも,二 十

レグワ以上も離れた各地からでも生贄のために人が集まり,数 々の供え物を携えてき

た。[中略]今ではそこに聖母グアグルーペ教会が建てられているが,説 教師たちが神

の母,聖 母をトナンツィンと呼ぶのをいいことに,彼 らはその教会もトナンツィンと

呼んでいる。[中略]神の母,聖母マリアは正しくは トナンツィンではなく,デ ィオス ・

イナンツィンとなるからである。これは悪魔が発明したもので, トナンツィンという

誤った名の下に偶像崇拝を隠そうとしているように思われる。昔と変わらず今でも,

遠 く離れたところからこの トナンツィンのもとへ巡ネしに来るのであるが,こ の信仰も

また疑わしい。というのは,聖 母 (を号とする)教 会はいたるところにあるにもかか

わらず,そ こには参拝せず,以 前同様,遠 方からもこの トナンツィン教会へやって来

るからである。[中略]巡礼に来る一般の人々の心の中には古い信仰が生き続け,そ れ

を情しんで来ていることは火を見るより明らかである。私の言わんとしているのは,

彼らに巡本しや供え物をやめさせるべきだということではない。彼らが巡礼に来る日に,

かつての間違いを彼らに悟らせ,(彼 らが拝んでいる)あの聖人たちはかつての神々と

は違うことを理解させて,迷 いから覚まさせてやるべきだと言っているのである。こ

れは彼ら先住民の言葉や昔からの習慣に精通し,聖 書を熟知している説教師がすべき

ことである。

サアグン 『神々とのたたかい I』篠原愛人 ・染田秀藤訳,岩 波書店,1992年参照。



植民地期メキシヨにおける「グアグルーペの聖母」信仰に関する一考察  119

ャの教会の状況に注目しておく必要がある。1556年という年には,第 二代司教

アロンソ・デ ・モントゥファルが,グ アグルーペの聖母を称える説教を行なっ

ている。彼はすでにテペヤクでインディオからペエンスラールまで広 く崇敬さ

れていた聖像に超自然的な基盤を持たせ神聖化することまでも奨励しようとし

ていた教会当局の人物だった。二日後ただちに,こ れに対してフランシスコ会

管区長のフランシスコ・デ ・ブスタマンテ師が同信仰を糾弾する説教を行ない

論争をひきおこした。この対立が生じた背景は以下の通 りである。モントゥフ

ァルの前任者で初代司教のフアン ・デ ・スマラガは,布 教開始当初に渡来した

エラスムスを信奉するカトリック的人文主義者たる修道士たちの時代を代表す

る人物で,原 始キリス ト教的信仰への回帰とインディアスの現実社会の再建 と

しての 《ユー トピア)の 実現を希求していた。しかしセクラールに対するレグ

ラールの優位 も先住民人口の激減と16世紀半ば以降の事態の変化に伴って転換

期を迎える。教会の内部的刷新 と積極的防衛のための トリエント公会議(1545

1563年)の規定により,教区権力をもつ聖職者は例外なく司教の支配に従属する

ことになり,修 道会はそれに抵抗した。しかし,先 住民に対するレグラールに

よる伝道計画の目的はもうすでに達成され,各 地に司教位階制度を確立する時

機がきているとみなされはじめていた。要するに,王 室がレグラールよりもセ

クラールのほうを優過するようになったのである。スペイン国王カルロスー世

は,戦 費のためにますます悪化する工室の財政逼迫に直面して,政 治的経済的

観″点からインディアスを完全に統制する必要に迫られ,イ ンディアス政策の見

直しを決意していた。その意図を反映して,1551年 ,神 学者で ドミニコ会のモ

20)X.Noguez,の .冴ナ.pp.89-91.

21)し か し渡来 した初期の修道士たちは一見想像 されるようには均質だったわけではないこ

とに注意 したい。教会はそのことを考慮に入れ,先 住民改宗のための方法 を二通 り認めた。

すなわち,徹 底 したキ リス ト教教育 を追求する場合 と,教 育はごく基本的な水準で良 しと

して量的に改宗 を進め る場合。Sonia Corcuera de Mancera,9ヵ クグゑ 冴 グ%冴ガοノ 冴

夕物を%ら 垣わαれgcこうzαご筋%ノ タ物あ脅Q野枚%夕 %物 ム筋夕υα Ettα″α “晟7」―Fj″り ,F.C.E,,1991,p.

10

22)チ ャールズ ・ギブソン 『イスパ ノアメリカ :植民地時代』染田秀藤訳,平 几社,1981年

pp.84-86.
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ン トゥファルが第二代司教に任命され,1554年 着任 した。グラナダ地方の出身

で,モ リスコ (改宗モーロ人)の 世界と接触 し文化的差異を体験 しながら育っ

た彼は,長 年イスラム教徒が支配していた土地でのキリス ト教の布教 と敗者の

統合が平和裡に可能であることをまのあたりにしていたのだった。それゆえ,

モン トゥファルは先住民宗教にみられる異教的要素に対するそれまでの聖職者

の非妥協的な態度を緩和する方向を示 したのである。その結果,1550年 代には

グアグルーペの聖母像信仰が開花 していった。

II-2(1)

つぎに,グ アグルパニスモの発展につながったと考えられる17世紀の歴史的

背景を追いながら, ク リオー リョがいかに政治的に信仰 と結びついていったか,

また,グ アグルーペの聖母のほかにもクリオジスモを象徴するものがあるので

はないか,検 討 してみることにしよう。

アステカの征服からまさに一世紀後の1621年は,ス ペインでフェリペ四世が

即位 し(在位1665年まで),ヌ エバ・エスパーニャにはヘルベス侯爵 marquez de

G01vesが新副王 として着任 した。翌22年に17世紀初頭から着工されていたグア

グルーペの聖堂が完成,23年 には遅 くとも1589年来スペインのエス トレマ ドゥ

ーラから移 り住んでいた劇曲家のビリャロボスによって,「征服」百周年 とフェ

リペ四世の即位 を祝いメキシヨ市の偉大さを称える書が著された。 しかし前述

23)事 実,グ ラナダ王国はその文化,習 慣を1566年まで存続させた。Serge Cruzinski,こ α

勲夕γttα滋 ″俗 沈″り互g夕″容rD夕 て力材s朽わα″Cοわ物α
`密

物滋 貿ク%物夕γ
''“

4″~2θヱリ ,1995,pp。102

-103.

24)モ ントゥファルはあくまでも偶像崇拝を多少なりとも許容しようとしたのではなく,こ

れを厳しく取 り締まったことは,ヌ エバ ・エスパーニャに異端審問所が設置されるまでの

1522年から1570年までの期間に摘発された約五百件の容間のうち,モ ントゥファルが異端

審問長官を務めた155670年 に全体の六割が占められていることからもわかる。小林致広

『われらが先祖の教えに従いて :1530年代テスココ住民に対する異端審問記録の分析』研

究叢書,神 戸市外国語大学外国語学研究所,1995年 ,p.6.

25)17世 紀の歴史的背景については,Jonathan lsrael,Rαzら び燃容 sθσ物体 ノ冴滋 夕θttca

夕物冴 Mttco∽ わ%筋於ゴ伊θFび刀,F.C.E.,1980.を参照。

26)Guillermo Tovar de Teresa,Fヒ 算容θ θ 夕′ 物ク%冴θ うα//oσθ %θυθ″ガψα%θ 夕″ 夕′ Sを″0/
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の副王は厳格 で強硬 な政治改革 を打ち出 し,メ キシヨ市大司教ペ レス ・デ ・ラ

・セルナJuan Pёrez de la Serraと対立したために,24年 ,副 王制府を批難し,

司教側についたクリオー リョが主体 となり大衆を巻きこんだ反乱が起こり,副

王宮殿は襲撃された。翌25年にはそれも修復され,主 中庭の噴水の中央にペガ

サスの彫刻が仕上げの段階で付されたことに注目しておきたい。その後29年,

メキシヨ市で大水害が起こり,こ れを契機にケレタロ,パ チューカ,グ アグラ

ハラヘと人日の分散が始まり地方都市が育っていくことになる。この頃からプ

エプラも繁栄期に入った。40年代はパラフォクスの時代であった。彼は大司教,

副王,巡 察使,プ エブラ市司教 という一連の職を歴任する。この時代の終わり

に,Nica%物 のθ乃物 をはじめとするグアグルーペの聖母に関する著作が干U行さ

れ,信 仰が本格化 していった。17世紀後半に入ると,61年 にコチエール染料,

羊毛,絹 などの資源が豊かであるために地 方役 人による搾取の激しかったオ

アハカのテワンテペク (地峡部)で ,重 税に対する先住民の反乱が,64-65年 に

かけてはメキシヨ市で黒人とムラー ト (黒人と白人の混血)の 反乱が続発した。

そして92年,世 紀最大の騒舌しにいたった。多雨による水害と虫害による小麦と

トウモロコシの不作,買 い占めに走った暴利商人の投機,そ れに伴うパンとト

ルティー リャの価格高騰が重なったための政治社会的摩擦とフランシスコ会士

の政府批判の説教 とが引き金となっていた。いずれの反乱をも平定したのは,

その地の司教またはイエズス会士であり,副 王当局はあらゆる社会階層からの

突き上げに何ら抵抗できず,逃 げまわるばかりであった。これらは明らかに積

極的武力抵抗であったのに対し,グ アグルパニスモは被支配者層の 「植民地体

制に対する抗議の精神的側面」という消極的抵抗の形として捉えられてきた。

実際,初 期の修道士たちは1540年頃からすでに,真 の教化事業を成功させる

には長 く困難な道程があり,成 果はどこまでも曖味であるということを自覚す

ヽヌ7 r r , E d i t o r i a l  V u e l t a , 1 9 9 3 , p . 4 1 . 1 7世紀の反舌しに関しては, E I  C o l e g i o  d e  M 6 x i c o ,

Historia general de Mlxico,pp.461-469を 参照。

27)Jacques Lafaye,C吻 夕″クを効〃ノ物 滋あ少ち乙αメ9カ物ασわ%冴夕筋σθ%び彦%σ筋%αびわ%α′夕%

Mttco,F.C.E.,1985(la ed.en francOs 1974),pp。 387-407.
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2 8 )

るようになっていた。テペヤクヘの巡ネしは,キ リス トの教えをよく理解した一

部の先住民にとっては黙示録の女性と一体化して理解されてはいたかもしれな

いが,多 くの先住民にとっては以前と変わらぬ トナンツィンの母なる神への祈

りだった。コルテスをかつてその地を去った神ケツァルコア トル (羽毛のある

蛇)の 再来と考え,抗 戦の意図など持ち合わせていなかったモクテスマ王の失

策によって,訳 もわからぬうちに侵略を受け事態の対応に遅れたために,神 殿

を壊され,文 書を焼き払われ,住 民の大半が惨殺されてしまったのである。そ

のときの トラウマが原因で,ア ステカの民が自分たちをやさしく招 く地母神の

姿を幻視体験した,そ してそれが静かなるしかし大きな反響を生んだとしても

まったく不思議ではない。しかしながら,グ アグルパニスモをこのように捉え

てしまうと,聖 母マ リアがペエンスラールによって彼ら自身の守護聖母として

ヌエバ ・エスパーニャに導入された事実や,イ ベ リアで培われていたペエンス

ラールの民衆カトリシズム,ス ペインから独立するまでのポル トガルから渡来

した隠れユダヤの信仰態度,中 国を中心としたアジアでの布教経験をもつイエ

ズス会の適応的開放的姿勢など,多 様な社会グループからの多重の影響をグア

グルパニスモが内包していた可能性が見落とされがちになってしまう。グアダ

ルパニスモの土 着 化が実際どれほどの拡がりを見せていたかは,今 後,人 種

構成のあり方と人口規模の異なる町村をとりあげ,W.B,テ イラーのモノグラ

フのように,洗 礼記録や財産記録を調査 してみることでもある程度推し測るこ

とが可能であろう。

II-2(2)

一方,ヌ エバ ・エスパーニャにおけるグアグルーペの聖母顕現 を神 の摂理 で

あるとみなす見解が17世紀のクリオーリョ聖職者の間で広く流布していたこと

28)Corcuera de Mancera,op.cit.,p.11,サアグン前掲書を参照。

先住民社会の宗教的結合 という側面に関しては,Serge Gruzinski,La Colonizaci6n de lo

imaginarioi Sociedades indlgenas y occidentalizaci6n en el 出質ёxico espanol. sigios

XVI―XVIII,F.C.E.,1991.
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2 9 )

は,確 認されてきている。17世紀半ばはバロック文化が絶頂期に達し,そ の後

も18世紀を通じて続いたわけであるが,オ クタビオ ・パスはこの時代の社会の

特徴をふたつの点で説明している。ひとつは,知 的活動の場が説教と同人の会合

に限られていたこと。もうひとつは,神 学が20世紀の社会的 ・政治的イデオロ

ギーと同様の,論 争の道具 としての機能を負っていたこと。言わば 「政治の仮

面としての神学」である。こうした政治色の濃い社会を担い, 自らの文化的基

盤や帰属意識を模索していたのがクリオー リョであった。そのために彼らが政

治的に利用したと考えられるシンボルをいくつか挙げることができる。①鷲と

サボテン,② ペガサス,③ 聖フェリペ ・デ ・ヘスス,④ ケツァルコア トル=聖

トマスなどである。一つひとつを以下に具体的に検証していくと,こ れらがク

リオー リョによるグアグルーペの聖母の引用
“
expropiaci6n"へと集大成した

のだと解釈され得よう。

まず鷲とサボテンについては,メ キシヨ古代史の大家,ロ ペス ・アウスティ

ンによる神話の語 りをつぎに要約してみる。

メシーカの守護神ウィツィロポチ トリは, 自分の妹で邪悪な呪術を使 う女

神マリナルショチ トルを罰した。その息子コピルは母親の無念を晴らそうと

して返り討ちにあい,彼 の心臓は萱と葦の生い茂るテスココ湖に投げ捨てら

れる。一一火打石の年(1324年),メ シーカ族の二人の指導者が,そ の昔コピ

29)William B.Taylor,“ち助タラ々″ 物o/物 冴物の 夕物 PM像妙Sttαガ%!α%ガ%?物ガリ あわ 筋タ

sθび筋′力なわり 6メ舟物ガα%冴タクθ″θ%",American ethnologist vol.14,American Ethnologi―

cal Society, 1986.

くThe intellectual history of the aparition〉聖母顕現の言説史と呼べる研究の代表が

Dela Mazaと Lafayeの ものである。踏まえておかねばならないのは,異 端審間の厳しい

時代であり, ク リオー リョは信仰に関する言動に慎重を際めねばならなかったということ

である。

ペエンスラールのもたらしたエス トレマ ドゥーラの 「グアグルーペの聖母」信仰の伝統

や異教的・土着的色彩の強いイベ リアの民間信仰については,Luis Weckmann,こ α″夕″%―

σ筋 物″グタυαブル Mttco,め 物ο tt E″Cθ′毎 0ル ソ%勿ゲσθ,1984,pp.225248.

30)Octavio Paz,Sο /メ%α%αr物ゐ 冴夕筋 cれ″ θと容 滋 物夕容 冴夕筋ン,SeiX Barral,1982,

p.83.

31)メ シーカとはいわゆるアステカ (部族の謎の故郷 「アス トランの人」)族 にあたる。
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ルの心臓を沈めた場所に戻ってみると,そ こで,ウ ィツィロポチ トリがメシ
ーカ族に巡歴の終着地として予告した奇跡の鷲を目撃する。メキシヨの紋章

は,あ る集団が湖水地帯に到着し,ひ とつの島に定住したときのことを表し

ているのである。コピルの神秘的な心臓の上に築かれた島,メ シヨ・テノチ

ティトランは国の心臓部と見なされることになる。ノパル(ウチワサボテン)

に足をおろし,ヘ ビを呑み込もうとする鷲,こ れがメキシヨの紋章として今

は定着している。ついヘビを呑み込む鷲に注目してしまいがちで,確 かに,

メソアメリカの象徴群において,ヘ ビと鷲が対立するペアだったことは疑い

ようもないが, この対立関係はメシヨ・テノチティトラン建設の奇跡諄の中

心的主題ではなく,鷲 とサボテンの対立関係のほうが主要だったのである。

奇跡的な建設の話を歴史的事実と照らし合わせてみると,鷲 とサボテンの対

立関係の重要性が浮かび上がり,二 人の指導者が合意の契りを結んだことが

わかる。メシヨ・テノチティトランの起源神話の中では,当 時の政治的現実

が火と水の対立で大神殿という建造物に象徴的に表された。神殿頂上の二基

の祭壇は一方が太陽と戦争の神, もう一方は雨の神, トラロクに捧げられて

いた。対立するものの統合 という図は,町 を作った人たちの間で協定が結ば

れたことを想像させる。メシヨ・テノチティトランを建設した住民はいくつ

かの集団から構成されており,各 集団を率いて旅した指導者は,集 団の守護

神 と同じ名前をもち,権 力を体現していた。最終的に合意した首長はクワウ

トレケツキ (鷲の火を掲げる者),別 名クワウコア トル (鷲のようなヘビ)

と,テ ノチ (石のようなサボテン)の 二人。この町の名前そのものに二人が

合意したしるしが刻印されている。つまり,火 の神メシの場所であると同時

に,水 の神テノチの場所でもある。ヘビと鷲の結びつきについては, レヴィ
=ス トロースの神話的解釈論を図像的象徴に適用できようが,こ の都建設の

奇跡諄のテクス トにも,〔次章でみるようにグアグルーペの聖母像にも=筆 者

と〕必ず鷲とともにヘビが登場するわけではない。鷲は小鳥を食べようとし

ていたり,人 の心臓をつかんでいたり,何 もくわえていない場合もある。ヘ

ビの象徴的意味はさまざまに推し測ることが可能なのだ。

32)AlfredO L6pez Austin,9び θ″クθ夕物筋 物物 滋 物 物″乞 E%sり θs sθあ″ 物ガわJ切 滋 筋 ノ
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果味深いことは, メシヨ。テノチティトランの紋章は征服後も生き残り,新

たな地位を得るにいたったということ,そ して,そ れが三世紀間の植民地時代

にグアグルーペの聖母像といかに結びついたかも読み解くことができるという

ことである。

ではベガサスはシンボルとしてどこに認められ,何 を意味していたのであろ

うか。このことについては, トバール ・デ ・テレサから得た示唆が大きい。上

述したように,副 王宮殿が襲撃を受けて修復された1625年,中 庭の噴水の中央

に彫刻 として付 された。 これは副王政府に対 し 「我々の 目が光 っていることを

忘れぬように」と暗黙の圧力をかけているクリオー リョの仕業であると考えら

れないでもない。1606年に 「ヌエバ ・エスパーニャ, とりわけメキシヨ市で,

年間を通して観察される守護星座が二十の星から成るペガサス座である」と書

いた ドイツ系学者マルティネスがいた。1615年にセビー リャで干J行された 『イ

ンディアス王国論』の中で トルケマダは,メ キシヨの地名のナワトル語の語源

的意味は泉または湧き水であると述べている。それに対してギリシャ語でペガ

サスの語源はpeguёで,そ の意味もやはり泉または湧き水だという。噴水のペ

ヽ サ物 冴 た わ % 物 知 α物 夕脅 ∽ 物 α , I . N . I . , 1 9 9 4 , p p . 5 9 - 6 8 , 邦 訳 は
『

月 の う さ ぎ
一 一

メ ソ ア メ リ カ の

神話学―一』篠原愛人 ・北篠ゆかり訳,文 化科学高等研究院,1993年に拠った。

33)こ のことについてはW章 で扱う。

34)Tovar de Teresa,の.びガナ.

35)Ibid.,pp.57-58.

36)Juan de TOrquernada,Mo%α 竹力筋 r%冴ガα%α,t.3,Madrid,1723,citado por Tovar de

Teresa, θク.びグサ.,p.58.

37)乃 ″.,p.78.
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ガサスを制作した人物はおそらくこれらの著書を読んだか,聞 き知っていたの

ではないだろうか。また,三 百年間の植民地時代に, 自著に蔵書印exlibrisを

印刷させていたのはシグエンサ・イ・ゴンゴラ唯一人で,そ のデザインがペガサ

スだった (図1)。Sic itur ad astra「このようにして天に向かうのである」と

いう標語を伴っていた。クリオー リョは反政府的で野心に満ちた政治的イデオ

ロギーを表明することを護身のために控えなければならなかったのだから,ペ

ガサスにこめられた暗喩とその図像利用は検討に十分値する。

聖フェリペ ・デ ・ヘススとケツァルコア トル=聖 トマスに関しては,こ こで

は簡単な紹介にとどめるが,前 者はメキシヨのクリオー リョで,フ ィリピンの

マニラから司祭叙任を受けるため帰郷する途上,秀吉統治下の日本に漂着し宗

教問題に巻 き込まれ,1597年 長崎で処刑 された。1627年に列福 され,29年 にメ

キシヨ市の守護聖人に定められた最初のメキシヨ人である。上述の ミゲル ・サ

ンチェスは1640年2月 5日 の聖フェリペの祝いの日に,祝 福の説教 を行なって

いる。もうひとつ, この時代独特のシンボル解釈は, メソアメリカ古来の主神

のひとつで 「羽毛のヘビ」のケツァルコア トルと十二使徒の聖 トマスの一体化

であり,キ リス ト教の伝道はスペイン人の到来する前からすでに,先 住民の間

ではケツァルコア トルの名で知られていた使徒の聖 トマスによって行なわれて

いたのだとの見解が示されだした。このようにクリオー リョの識者たちが新約,

旧約聖書の詳細な検討を通して,先 スベイン期の歴史と神話を再解釈すること

の意図は,異 教の中にキリス ト教信仰の前身や予兆を見いだすことにあったと

考えられる。これこそクリオー リョ精神の覚醒の時代なのである。

38)め ″.,p.64.

39)川 田玲子 「メキシヨ 「聖フェリーペ ・デ ・ヘスス崇拝」に関する一考察」ラテンアメリ

カ研究年報 No.16, 日本ラテンアメリカ学会,1996年 ,pp.6094;Fernardo Benitez,二 θs

少ガ物夕つS物 競Cattθs.二αクグ冴ασれθ″物夕%タブsをわ ズレ7,Biblioteca Era,1953,pp.106-113.

40)Paz,の .び″.,pp.55y64.;Enrique Florescano,E′ 物ゲわ 冴夕c吻タタαたあα〃,F.C.E.,1993.
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IH グ アダルーベの聖母の象徴性をめ ぐる図像学的検討

グアグルーペの名を持つこのマ リア信仰は,新 約聖書の中のとりわけヨハネ

の黙示録に由来 している。 とくに17世紀には,図 像学的に精巧で,完 全にヌエ

バ ・エスパーニャ的 と言える独 自の加工 を施 した聖像の造形作品が輩出したこ

とによって,聖 母マリアにまつわるシンボリズムが深められたと言えよう。そ

の図像上の技巧は,知 の面で練 り磨ぎすまされていて,神 学的解釈上も大胆き

わまりない。この興味深い図像的変遷を詳しく見てみることにしよう
)。

テペヤクの丘は,先 スペイン期から,メ キシヨ盆地のなかでもアステカの都

メシヨーテノチティトランを間近に望む絶景の高みとみなされていた。しかも

征服後は束の玄関港ベラクルス方面と鉱山業の栄える広大な北方への出発地点

でもあり,古 来旅立つ人々の心に行 く手の身の安全や吉兆を願わずにはいられ

ない気持ちを引き起こさせる聖所だったであろうことは想像に難 くない。上述

Gregorio Jott de Lara 18世紀
“Visi6n de San Juan en Patmos―Tenochtitlan".

Templo de Coixtlahuaca,Oaxaca

4 1 )以下は,J a i m e  C u a d r i e l l o ,“路畝物容 夕物F功ナ物θs晩 %θび妨グナ筋%.乙α吻 2γ A影 ゲ物"

A r t e s  d e  M l x i c o , N t m e r o  2 9 , 1 9 9 5の近業に拠る考察である。

図 2
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の ミゲル ・サンチェスの書はメキシヨ史 historiografFa mexicanistaにとって

の礎石 とみなしうる。なぜなら,サ ンチェスは単にグアグルーペの聖母への信

仰 を広めることに熱意を燃や したばか りでなく,こ のアナワク高原が聖母顕現

のための選ばれた土地であることを強調 し,そ れによってクリオー リョの祖国

愛の培養に寄与 したからである。図 2は ,「パ トモス=テ ノチティ トランでの聖

ヨハネの幻視」 と題 されていて,18世 紀のもので時代は下るが,サ ンチェスの

解釈 を踏襲 していることがごく最近になって認識された。右手後方に微かであ

るが見える帆船は, ク リス トバル ・コロンに象徴されるキリス ト教徒たちの到

来を示 している。

ミゲル ・サンチェスは,聖 アウグスティヌスに想を得て,ヌ エバ ・エスパー

ニャで起こったとされる神話的なできごとを,黙 示録で聖 ヨハネが受けた啓示

と結びつけたわけである。サンチェスが両方のできごとがいかにも同時に進行

したかのごとく,か つ確信 をもって語っているために,「彼のグアグルパニスモ

についての行論はヌエバ ・エスパーニャー国の命運にとって保証付 きの説得力

あるものになった。」とクア ドリエ リョは説 く。サンチェスにとっては聖母出現

も聖母像 も聖母にまつわるいかなる象徴 も皆,黙 示録の初めに語られているで

きごとの復元であることに疑間の余地はないのである。そのために,た とえば

二人のヨハネ (スペイン語ではフアン)に 相当する人物を見いだしてあてはめ

ている。すなわち,時 のメキシヨ市大司教のフアン ・デ ・スマラガ,聖 母がそ

の日の前に顕れた平民インディオのフアン ・ディエゴ,そ の伯父で聖母の起こ

す奇蹟の最初の受益者 となったフアン ・ベルナルディーノの二人を,そ れぞれ,

黙示録の著者ヨハネ,洗 者ヨハネ,ダ マスクスのヨアンネスと重ねあわせてい

42)ア ステカの都,メ シヨ・テノチティトランをヨハネが幻視体験をしたパ トモス島と同一

視している点に注意。(黙示録第一章九節 :あなたがたの兄弟であり,共 にイエスの苦難と

御国と忍耐とにあずかっている,わ たしヨハネは,神 の言とイエスのあかしとのゆえに,

パ トモスという島にいた。)

43)黙 示録第十二章一節 :大いなるじるしが天に現れた。ひとりの女が太陽を着て,足 の下

に月を踏み,そ の頭に十二の星の冠をかぶっていた。;同三節 :また,も う一つのしるしが

天に現れた。見よ,大 きな,赤 い龍がいた。それに七つの頭と十の角とがあり,そ の頭に

七つの冠をかぶっていた。
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4 4 )

る。

フアン ・ディエゴのナワ トル語の名前は 「鷲」の語根をもつクアウ トラ トワ

クC u a u h t l a t 6 h u a cで,シ グエ ンサ ・イ ・ゴン ゴラは 「話す鷲」
“
E l  q u e

revelentemente habla como aguila."と呼んだ。このように鷲が隠れた意味を

持たされていると解釈したり,聖 画像の中にアステカの都の紋章であった鷲が

描かれたりしているのも, クリオー リョならではのグアグルーペの聖母信仰に

対する意図的操作の表れであり,生 地への思い入れのなせる業とみなすことが

できる。図3は,使 徒聖ヨハネとフアン ・ディエゴ(右)につき従われ,メ キシ

ヨの紋章の上に休む聖母像であり,図 4は,メ キシヨ市の守護聖母としての宣

図 3  出Iiguel de Villavicencio

18世紀 マ ドリー ド版画館

図4 Jott de Fibera y Argomanis 1778

年 バ シリカ付属博物館, メキシヨ市

44)ダ マスクスのヨアンネス(676-754)は,シ リアのギリシャ正教神学者で,初期キリス ト教

神学の体系化に努め,八 世紀聖画像破壊政策を行なった束ローマ皇帝レオ三世に対抗し,

偶像崇拝を擁護した。

45)Carios Siguenza y G6ngora,Piedad heroyca de don Fernando CortOs,1694-1700,p.

63,citado por Noguez, 9ク.●グチ.,p.145,
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誓式の聖母像である。それぞれインク壷 (聖ヨハネが黙示録 を書 くのに用いた)

とヘビをくわえている鷲に注目されたい。

なお,デ ィエゴはサンティアゴつまり使徒聖ヤコブの別称であり,そ れは異

教徒イスラムに対するスペイン人のレコンキスタにおける守護聖人だったこと

を思い起せば,先 住民の中でも平民のディエゴに異教根絶の隠喩的役割を与え

ているととれる。

クア ドリエ リョによれば,サ ンチェスは大天使 ミカエルに合わせて ミゲルと

改称 していたのだという
)。

それは同胞がこの地で生まれたことで独 占的に聖母

の恩恵を被 ることができるのだと保証 し,聖 母の驚異の聖画像 を伝播すること

を自らの使命 と考えていたからにほかならない。実際,サ ンチェスの著書以来

グアグルーペの奇蹟諄を説いたいずれの書においても,聖 ミカエルは重要な役

割を占めていると言える。ヨハネの黙示録第十二章の,七 ツ頭の龍と戦う聖 ミ

カエルと鷲の翼を与えられる女とが,図 5の ようにグアグルーペの聖母をめ ぐ

る図像の中にたびたび相伴って表現されているばかりか,聖 ミカエルはアメリ

カ大陸に顕れた 「第二のイブ」すなわちテペヤクの丘の聖母を運び伝道する役

割を担っているからである。このことはマリアの聖像の降臨をアメリカ大陸で

実現しただけでなく,そ うすることによって異教徒の偶像崇拝の中に古来化身

していた悪魔を永久に追放 したと考えられた。

図 5 作 者不詳 18世 紀 個 人コレクション

46)Cuadriello,の .び″.,p.15

47)黙 示録第十二章七節 :さて,天 では戦いが起った。 ミ カエルとその御使たちとが,龍 と

戦ったのである。龍 もその使たちも応戦した。

48)キ リス トを第二のアダム,マ リアを第二のエバと捉えるのは,二 世紀にまで遡る古い思 /
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聖母像の肌 ・着物 ・マン トなどの色あい,像 の浮かぶ被 り布の粗 さ,光 輪 と

星の数,聖 母の姿態,顕 現の日にち,太 陽の位置などにもすべて,隠 された意

味があると考えられる。グアグルーペの聖母像は,そ の図像学的形式からいえ

ば,「聖処女マ リアの無原罪の御字 り」の像である。被昇天の像 と区別 して,こ

の場合よつう全身太陽の光に包まれ,足 下に月や蛇を踏む女性として表現され

る。グアグルーペの聖母像はと言えば,「三日月が足下にあった。聖母は月によ

ってこの地と人々を慰安しつづけている。[太陽を制御したと同じように]月を

も支配し,害 を引き起こさないようにしている。月は水,雨 ,洪 水のもとであ

るから,月 から土地と人々を守るということは,洪 水が起こらないように水害

から守ることを意味する。メキシヨ市はその名の示すとおり水の多い場所なの

で,つ ねに湖の水,湿 気,洪 水と聞ってこなければならなかった。聖母マリア

は足下に月を擁す聖像としてこの地で発見された。聖母は月から生えている。

それは月 [の害]か らの庇護をもたらすことだったのである。」メキシヨという

図6 メ ンドサ絵文書,lam。 1,fOr.Zr

ヽ想である。第二のエバであるマリアはエバの犯した罪をあがなうために,キ リス トの母と

なるべ く神の召命を受けたとされる。石井美樹子 『聖母マ リアの謎』白水社,1988年,pp.

44-53.

49)藤 田富雄 『ラテン ・アメリカの宗教』大明堂,1982年 ,p.247.

50)石 井前掲書,pp.9299.

51)Miguel sanchez,9ク .σガ″.,pp.221-222.

16世紀,メ キシヨ盆地の湖はナワトル語でMetzitliapanと呼ばれ,月 の(metzli)水の中

(apan)を意味する。VOase,L6pez Austin,の.冴サ,,p.61.
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言葉はまさしく月に由来する地名のMetZliであると理解されていた。注目に値

するのはこう語っているのがサンチェスであり,ほ かのクリオー リョ聖職者た

ちのグアグルーペの聖母信仰全容をめ ぐる解釈も同様に,先 住民的要素を排除

するのではなく,む しろ積極的に取り込んでいるということである。そうする

ことによって,ペ エンスラールのグアグルーペの聖母信仰とは差異化し,独 自

性を強調しているのだと読み取れる。

ところで,サ ンチェスが解かねばならぬ謎がひとつあった。聖母像に翼がな

いことである。その鍵は,い まや福音の説かれた王国メキシヨ (メシヨーテノ

チティトラン)の 起源を示す紋章,す なわち図6の ようにサボテンに止まるメ

シーカの鷲にあり, しかもそれはすでに聖書の中に現れていたと考えたのであ

る。メキシヨ人の 「鷲」であるフアン ・ディエゴと同様に,黙 示録の鷲に代わ

るものとして先スペイン期の紋章を結びつけたのだ。

図7 作 者不詳 17世紀 バ シリカ付属博物館

図 7は ,中 央にグアグルーペの聖母,そ の両脇に大天使 ミカエル(右)とガブ

リエル,四 隅にフアン ・ディエゴヘの四度の顕現の場面,足 下にパ トモスーテ

ノチティ トランでのヨハネの幻視の様子が配された作品の一部 (ヨハネの場面

のみ)で あるが,図 2と 並んで,こ れほど大胆にアメリカエスタ的解釈を帯び

たものは現存する図像の中にはほかに見られない。

52)黙示録第十二章十四節 :女は自分の場所である荒野に飛んで行 くために,大 きな鷲の二

つの翼を与えられた。そしてそこでへび (注:地に落とされた龍のこと)か らのがれた,

一年,二 年, また,半 年の間,養 われることになった。

図6に あげたメシコーテノチティトランの紋章にはヘビは現れていないことに注意。

53)Cuadriello,qみ びル.,pユ6.
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図 8 Miguel Sanchez,Ittc%冴 タル ル/物gF%ソИ夕″カ ソ,物冴竹 冴夕Dわ s冴夕C夕″滋力″q
物グ↓昭的影物夕物彦 ″α″び″冴α夕%筋 C励沈〃 彦 虹犠グびθ,1648.

ミゲル ・サンチェスは自らの著書の表紙 (図8)に ,ハ プスブルグ朝の紋章

である双頭の鷲 と聖ペ トロ(初代 ローマ教皇),す なわちカ トリック教会の象徴

である鍵 と王冠 とともに,上 述のアステカの都の紋章であったもので,征 服後

はメキシヨ市大司教区のものとなった紋章の中の要素であるサポテンを据えて

いる。これは,ひ とつの図像の中にメキシヨの土地の精神的 ・政治的象徴 を概

念的にも視覚的にも融合 させて,征 服されはしたがアステヵ王国がその翼を聖

母マリアに差し出しているという,サ ンチェスの洞祭を表している。換言すれ

ば,著 書の中で蕩々と述べている彼の主張は,こ の表紙に図像の形で雄弁に語

られているのである。

IV 結 語

17世紀のクリオー リョ画家たちが,(異端審問という制約上,ど れほど独創性

が許されていたかは疑間であるが)聖 画像の中で象徴的意味のさまざまな異説

のどれを示唆する場合にも,聖 母像の中に何を描き加える場合にも,制 作の段

階ではいくらかの可能性の中から選択,固 定化,再 解釈による意味づけを行な

っていたことを見てきた。画家でなくとも,そ うするためには,シ グエンサ ・

イ ・ゴンゴラに代表されるように,ア ステカおよびその他の先住民族の神話や

伝説を重要視 し,史 料を集め調査を重ね,理 解し自分の一部に取り込むという
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営為を積んでいたわけである。このようなクリオー リョの精神運動が最初に明

確で肯定的な形で現れたのが,宗 教面においてであった。そのとき, クリオー

リコの教師であるばかりか,代 弁者としてクリオー リョを意識化していったの

がイエズス会士である。先住民文明に対するそれまでの態度を改め,先 住民の

過去を蘇らせようとした,古 典的人文主義の影響を受けたイエズス会のシンク

レティズム的性格は, クリオー リョのパ トリオティズムと結びついたのだと考

えられる。この″点の事実関係は精査する必要があり,今 後の課題としたい。

テイラーが実証しているように,先 住民に対してグアグルパニスモの普及の

努力が払われだしたのは18世紀半ば以降のことである。そうして徐々にグアダ

ルーペの聖母信仰は当時のメキシヨ植民地社会の人種,経 済,文 化,政 治の多

元性をひとつに結合する力を持ちはじめていったのだと言えよう。

ただし,グ アグルパニスモが制度上のシンボルから大衆文化のシンボルヘと

転じるのは,教 会 と国家の分離が起こった19世紀半ばになってからである。な

おかつ, シンボルというものは操作が可能であり, グアグルパニスモの場合,

社会変革への流れを抑制するための支配の道具とも,大 衆を締めと恭順の状態

に保っておく催眠剤としての方策ともなりうる点も認識されなければならない。

グアグルーペの聖母はメキシヨ人全てを一体化すると聖職者は説いてきたが,

現実の社会的不平等を履い隠すことはできない。そうは言っても,こ の地域で

のこれからの民族,国 家,エ スニシティのあり方を問うとき,メ キシヨ文化の

可視的足跡のひとつであるグアグルパニスモから得られる示唆は多いと思われ

る。

54)Pazの 前掲書にはシグエンサ ・イ ・ゴンゴラおよび彼と並ぶ知性の尼僧,フ アナ ・イネ

ス ・デ ・ラ ・クルスのクリオー リョとしての知的模索が詳述されている。

55)Francisco Javier carranza S.J.,Juan JOSё  Ruiz Castaneda s.J.,Juan de Goicochea

S.J.,Bart01om6 Felipe de lta y Parra y Francisco Javier Lazcano S.J,StC物 5杉物 θ物容

Cttαttα″″クα%θS. Fttθθ
―Fr65 con Selecci6n y estudio introductorio de David A.Brading,

Centro de Estudios de Historia de MIOxico CONDUNIEX,1994.
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El Guadalupanislllo en la Epoca Colonial

Yukari Hojo

lnfluenciada por comentarios como el de Sahagan en torno al

culto a la divinidad prehispanica Tonantzin se ha desarrollado toda

una historiografla que pretende ligar el culto guadalupano a una

practica religiosa indlgena desde el siglo XVI.E'l presente ensayo

intenta demostrar que el guadalupanismo en sus prilneras etapas

fue un culto creado, fundamentado e irnpulsado por la ё lite

intelectual criolla en su afan de hacer valer la cultura y el ser

americano frente a la prepotencia peninsular.

El Guadalupanismo sera十 一一
司unto con otros movilnientos cultu‐

rales,como el culto a San Felipe de Jests, los intentos por ligar a

la figura de Santo Tomas cOn Quetzalc6atl y la obra de

intelectuales como Sigunenza y G6ngora y su creaci6n de sIInbolos,

emblemas y ensayos― 一一一―tOdO un compleJo cultural que expresara

los anhelos de un criollismo cada vez mas beligerante.

Una obra decisiva, “ Imagen de la Virgen ttlaria...'' de WIiguel

sanchez,cOncentrara,con su particular lectura de las Escrituras,

en una sola sirnbologla a la rnuJer del Apocalipsis y la Virgen de

Guadalupe;rnas tarde,las interpretaciones criollas sumaran a 6sta

las imagenes de la fundaci6n de Attё xico―Tenochtitlan para crear

una sirnbologtta de anhelo de libertad que aparecera en todo tipo de

creaciones culturales(poemas y arcos triunfales, sermones y

monumentos arquitect6nicos,etc。 )y en la que imagenes cOmo la

nluJer aguila del Apocalipsis o la constelaci6n del Pegaso se usaran

velada o abiertamente para promover el criollismo mexicano.


